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に行きつ戻りつすることのできる循環型のモデル図を作成して、これを Mental PsyCLE モデルと
命名した。また、著者はこのモデルを元にした自己評価のためのチェックシートを開発し、初心の
心理職向けの自己振り返りと教育支援のツールとして提案した。 
Ⅲ部は総合的考察で、著者は、心理職が各臨床現場で個別に行っている複雑な活動内容や機能を
明らかにすることで、現場で脈々と受け継がれてきた臨床知を客観的にモデル化したこと、具体的
な活動目標として初心の心理職に提示しうる教育的な意味を持ったモデルを提示できたことを研究
上の意義として指摘した。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
著者は日本の総合病院の心理職のがん医療における活動に焦点をあて、その活動の実態を明らか
にし、心理職の臨床現場における活動モデルを構築し、心理職が自ら活用できる活動モデルの自己
評価のためのチェックシートを開発している。これまで焦点を当てられることの少なかった総合病
院の心理職に焦点を当て各臨床現場で個別に行っている複雑な活動内容や機能を明らかにしたこと、
具体的な活動目標として初心の心理職に提示しうる教育的な意味を持った客観的なモデルを提示で
きたこと、また、実践現場の中で、初心の心理職においてもすぐに活用できる評価のためのチェッ
クシートを開発したことなど、これらの成果は、この領域の心理職がさらに今後活躍するために大
きく貢献するものである。 
本研究の限界と課題として、臨床での心理職の活動要素を全て含有したモデルとするには限界が
あり、ケースバイケースで構成される実際の心理臨床のダイナミクスを描き切れていない面がある
こと、実証研究にまでは至らず客観性やモデルの一般性が十分でないことなどの課題が残った。 
これらの限界はあるものの、平成２９年１２月２２日、学位論文審査委員会において、審査委員
全員出席のもと論文について説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。
その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
 
よって、著者は博士（カウンセリング科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
